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特集―八王子の昭和

大
正
15
年
／
昭
和
元
年
（
１
９
２
６
）

玉
南
電
気
鉄
道
（
府
中
～
東
八
王
子
間
）
開
通【
34
】

八
王
子
市
社
会
事
業
協
会
（
現
・
八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

創
立
／
昭
和
に
改
元

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）

高
尾
登
山
鉄
道
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
営
業
開
始【
34
】

東
浅
川
宮
廷
駅
開
設【
34
】／
大
正
天
皇
が
多
摩
陵
に
埋
葬【
43
】

東
京
府
立
染
織
試
験
場
設
立【
30
】

現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
浅
川
駅
（
現
・
高
尾
駅
）
駅
舎
が

新
宿
御
苑
か
ら
移
設
さ
れ
る【
34
】

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

市
内
の
上
水
道
給
水
開
始【
18
】／
多
摩
結
城
創
製【
30
】

橋
本
義
夫
が
書
店
揺
籃
社
を
開
店【
40
】

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）

武
蔵
中
央
電
気
鉄
道
（
浅
川
駅
前
～
追
分
間
）
開
通【
34
】

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

市
庁
舎
が
八
幡
町
か
ら
天
神
町
に
移
転

　

２
０
２
５
年
は
昭
和
百
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。「
昭
和
」
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？　

大
き
な
戦
争
や
そ

の
後
の
復
興
、
さ
ら
に
は
大
規
模
開
発
も
あ
り
、
こ
の

１
０
０
年
で
世
の
中
は
大
き
く
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
八
王
子
も
同
様
で
す
。
今
回
は
改
め
て
激
動

の
「
昭
和
」
と
い
う
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
昭
和
の
64

年
間
に
市
内
で
何
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
「
は
ち

と
ぴ
」
で
取
り
上
げ
た
情
報
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
振
り

返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

＊�

年
表
の
【　

】
内
の
数
字
は
、「
は
ち
と
ぴ
」
で
紹

介
し
た
号
数
で
す
。
ま
た
、
掲
載
し
た
写
真
は
『
市

民
の
写
真
集　

八
王
子
の
今
昔
』
シ
リ
ー
ズ
（
揺
籃

社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
照
を
。

▲甲州街道（1925年頃）香川節さん提供

▶�旧八王子駅（1925年頃）
香川節さん提供
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昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

京
王
御
陵
線
（
北
野
～
御
陵
前
間
）
開
通【
34
】

八
高
南
線
（
八
王
子
～
東
飯
能
間
）
開
通【
34
】

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

洋
画
家
の
小
島
善
太
郎
が
加
住
村
に
転
居【
19
】

武
蔵
中
央
電
気
鉄
道
（
東
八
王
子
駅
前
・
八
王
子
駅
前
～
高
尾
橋

間
）
全
通【
34
】

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

市
立
第
一
尋
常
小
学
校
に
市
内
初
の
３
階
建
て
校
舎
と
講
堂
完
成

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）

小
宮
村
、
町
制
施
行【
44
】

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

本
町
の
八
王
子
警
察
署
を
新
築【
53
】

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）

八
王
子
市
歌
完
成【
11
】

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）

平
の
渡
し
が
廃
止
さ
れ
る【
44
】

み
こ
ろ
も
公
園
に
菅
原
道
真
公
銅
像
建
つ【
49
】

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）

八
王
子
駅
新
駅
舎
完
成【
34
】

上
恩
方
郵
便
局
開
局【
46
】

昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）

教
育
科
学
研
究
会
南
多
摩
支
部
結
成【
40
】

西
八
王
子
駅
開
設【
34
】

昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）

桑
都
文
化
協
会
発
足
（
翌
年
、
八
王
子
文
化
連
盟
に
改
組
）【
19
】

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）

多
摩
郷
土
研
究
会
が
由
木
村
で
無
医
村
解
消
運
動
を
起
こ
す【
36
】

小
宮
町
と
合
併【
44
】

昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）

市
内
に
初
の
空
襲
警
報
発
令【
14
】

▲�多摩御陵前駅（1933年頃）
須﨑芳巳さん提供

▲�農作物を軍に供出するための狭間報國農場の
協同収穫（１９４０年代）石坂正己さん提供

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
年
12

月
25
日
、
大
正
天
皇
が
崩
御
し
、

翌
日
に
元
号
が
「
昭
和
」
と
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
明
治
天
皇
ま
で
の

歴
代
天
皇
陵
は
京
都
や
奈
良
な

ど
、
近
畿
地
方
に
建
設
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
翌
昭
和
２
年
（
１
９

２
７
）
１
月
３
日
に
選
ば
れ
た
の

は
南
多
摩
郡
浅
川
村
・
横
山
村
・

元
八
王
子
村
（
現
・
八
王
子
市
廿

里
町
・
長
房
町
・
元
八
王
子
町
の

一
部
）
の
御
陵
地
で
し
た
。

　

御
陵
の
位
置
が
決
定
さ
れ
る
と

同
時
に
工
事
が
着
工
し
、
参
道
の

正
面
に
東
浅
川
仮
停
車
場
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
２
月
３
日
に
す
べ
て

の
工
事
が
完
了
し
、
８
日
、
９
日

に
大
葬
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
日

未
明
に
は
霊
柩
列
車
が
八
王
子
を

通
過
。
厳
冬
の
真
夜
中
に
市
内
各

種
団
体
・
小
学
校
の
児
童
ら
が
出

迎
え
ま
し
た
。
同
日
に
陵
名
が

「
多
摩
陵
」
と
決
定
。
13
日
か
ら

始
ま
っ
た
一
般
参
拝
に
は
、
全
国

か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

多
摩
陵
の
造
営
は
全
国
か
ら
多

く
の
人
を
呼
び
込
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
甲
州
街
道
の
拡
幅
、

市
電
や
京
王
御
陵
線
の
敷

設
、
高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

開
設
な
ど
、
市
内
の
イ
ン
フ

ラ
が
急
速
に
整
備
さ
れ
た
の

も
こ
の
こ
ろ
で
す
。
多
摩
陵

を
中
心
と
し
た
史
蹟
名
勝
を

案
内
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

絵
葉
書
な
ど
も
数
多
く
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
の
幕
開
け
と
と
も

に
、「
八
王
子
」
の
名
が
広

く
全
国
に
知
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

多
摩
御
陵
造
営

▶�

１
９
５
４
年
の
東
浅
川
宮
廷
駅

（
縣
敏
夫
さ
ん
提
供
）

▲�元八王子農業公民学校にて近衛隊集合写真
（1930年代）石坂正己さん提供

▶新装された八王子駅の遠景
　（1939年）清水正之さん提供

←
Ｐ4へ
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特集―八王子の昭和

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）

き
だ
み
の
る
が
恩
方
村
に
疎
開【
９
】

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）

横
山
村
に
東
京
陸
軍
幼
年
学
校
開
校【
14
】

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）

八
王
子
空
襲【
14
】／
湯
の
花
ト
ン
ネ
ル
列
車
銃
撃
空
襲【
14
】

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）

天
皇
が
市
へ
巡
行

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）

初
の
公
選
に
よ
る
市
長
選
挙

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

八
王
子
防
犯
協
会
設
立【
53
】

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）

八
王
子
駅
南
口
開
設【
34
】

昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）

桑
都
郵
趣
ク
ラ
ブ
結
成【
17
】

八
王
子
市
教
育
委
員
会
発
足【
56
】

昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）

本
町
に
新
市
庁
舎
開
設

滝
山
城
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定【
47
】

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）

現
在
地
に
八
王
子
駅
開
設【
34
】／
念
仏
院
の
時
の
鐘
再
建【
51
】

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）

甲
州
街
道
が
国
道
20
号
と
な
る

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）

八
王
子
繊
維
貿
易
館
完
成【
50
】

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

横
山
・
元
八
王
子
・
恩
方
・
川
口
・
加
住
・
由
井
各
村
と
合
併

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）

恩
方
の
宮
尾
神
社
境
内
に
夕
焼
小
焼
の
碑
が
建
つ【
55
】

八
王
子
市
民
球
場
開
設【
51
】

▲�八日町付近で焼け残った民家（1945年）
奥住喜重さん提供

　

行
政
の
歴
史
と
市
民
の
記
録

を
結
び
付
け
る
活
動
を
し
て
い

る
「
八
王
子
市
民
史
を
記
録
す

る
会
」
で
は
現
在
、
昭
和
初
期

の
八
王
子
市
、
甲
州
街
道
沿
い

の
商
店
な
ど
を
地
図
上
に
復
元

し
よ
う
と
す
る
試
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
市
制
施
行
10

年
を
迎
え
た
昭
和
２
年
（
１
９

２
７
）
に
八
王
子
市
が
発
行
し

た
１
万
２
千
分
の
１
の
地
図
を

５
百
分
の
１
程
度
ま
で
拡
大
し
、

昭
和
２
年
生
ま
れ
の
建
築
家
、

小
町
和
義
さ
ん
の
聞
き
取
り
や

各
種
歴
史
資
料
な
ど
を
重
ね
合

わ
せ
、
当
時
の
商
店
名
や
情
報

な
ど
を
付
記
す
る
も
の
で
す
。

　
「
今
後
は
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
充
実
し
た
情
報
を
地
図

に
落
と
し
込
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
む
の
は
、
中
心
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
八
王
子
自
治

研
究
セ
ン
タ
ー
の
藤
岡
一
昭
さ

ん
。
藤
岡
さ
ん
は
「『
新
八
王

子
市
史
』
発
刊
か
ら
10
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
一
過
性
で
終

わ
ら
せ
る
の
で
な
く
、
市
民
の

手
で
継
続
的
に
活
用
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
も
語
り
ま
す
。

　

今
年
中
に
作
業
を
進
め
、
地

図
の
完
成
は
２
０
２
６
年
を
目

標
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
市

民
の
情
報
を
集
め
た
特
大
地
図

に
期
待
大
で
す
。

昭
和
初
期
の
市
街
地
図

▲地図検討中のようす

▲作成中の地図（三崎町）

▲�出征兵士を見送る本町二丁目第九隣組の
面々（1943年頃）小柳清治さん提供

▲�広々とした朝の甲州街道（1951年頃）
縣敏夫さん提供

▶現在地に移転した八王子駅
　（1956年）高取康治さん提供
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昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）

八
王
子
観
光
協
会
設
立

市
立
第
四
中
学
校
で
定
時
気
象
観
測
を
開
始【
２
】

橋
本
義
夫
ら
に
よ
っ
て
絹
の
道
碑
建
立【
30
】

片
倉
駅
開
設【
41
】

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

「
日
光
火
之
番
八
王
子
千
人
同
心
顕
彰
之
燈
」
が
日
光
山
内
の
表

参
道
付
近
に
建
立
さ
れ
る【
57
】

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）

浅
川
町
と
合
併【
49
】／
北
八
王
子
駅
開
設【
44
】

昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）

八
王
子
駅
前
に
織
物
タ
ワ
ー
建
設【
50
】

市
内
初
の
デ
パ
ー
ト
「
ま
る
き
百
貨
店
」
開
店【
50
】

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）

浅
川
駅
を
高
尾
駅
に
改
称【
34
】

富
士
森
市
民
球
場
で
第
１
回
市
民
祭
開
催【
10
】

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）

八
王
子
市
民
会
館
、
公
民
館
開
館【
56
】

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）

陣
馬
街
道
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
る【
46
】

工
学
院
大
学
が
中
野
町
に
移
転
開
校【
７
】

京
王
八
王
子
駅
、
現
在
地
に
移
転【
34
】

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
市
内
が
自
転

車
競
技
の
会
場
と
な
る【
６
】

由
木
村
と
合
併【
59
】

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）

富
士
森
公
園
に
戦
没
者
慰
霊
塔
建
立【
51
】

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
決
定【
59
】

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）

台
風
に
よ
り
髙
尾
山
薬
王
院
の
仁
王
門
な
ど
破
壊【
39
】

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）
に
は
日
本
中
が
頻

繁
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
さ
ら

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市

内
で
は
２
月
か
ら
艦
載
機
Ｐ
51
ム

ス
タ
ン
グ
と
い
う
小
型
機
に
よ
る

銃
撃
や
、
大
型
爆
撃
機
Ｂ
29
に
よ

る
爆
弾
の
投
下
・
焼
夷
弾
の
空
襲

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
に
は
元
八
王
子
村
に

学
童
疎
開
し
て
い
た
神
尾
明
治
君

が
Ｐ
51
の
銃
撃
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
後
に
古
世
古
和

子
さ
ん
に
よ
り
『
ラ
ン
ド
セ

ル
を
し
ょ
っ
た
地
蔵
さ
ん
』

と
い
う
作
品
に
著
さ
れ
、
現

在
も
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
２
日
未
明
の
八
王
子

空
襲
で
は
、
焼
夷
弾
が
無
差

別
に
投
下
さ
れ
、
市
街
地
の

80
％
が
焼
き
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。
約
４
５
０
名
が
死
亡
、

２
０
０
０
名
が
負
傷
す
る
な

ど
甚
大
な
被
害
を
出
し
ま
し

た
。

　

そ
の
３
日
後
、
８
月
５
日

に
は
中
央
本
線
湯
の
花
ト
ン

ネ
ル
で
新
宿
発
長
野
行
４
１

９
列
車
が
Ｐ
51
の
銃
撃
を
受
け
ま

し
た
。
52
名
以
上
が
死
亡
、
１
３

３
名
が
負
傷
し
た
こ
の
空
襲
は
、

単
独
の
列
車
へ
の
被
害
と
し
て
は

日
本
最
大
級
の
も
の
で
し
た
。

　

市
内
に
は
現
在
も
数
々
の
戦
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
最

大
の
も
の
は
「
浅
川
地
下
壕
」
で

す
。
昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
か

ら
東
高
尾
山
稜
の
す
そ
野
に
建
設

が
進
め
ら
れ
、
全
長
10
㎞
の
坑
道

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
王
子
と
戦
争

▶�

八
王
子
空
襲
で
焼
失
し
た
八
王
子
駅

（
清
水
正
之
さ
ん
提
供
）

▲�２階建ての長房団地完成の頃（1960年代）
引間俊雄さん提供

▲�大善寺のお十夜（1958年）
引間俊雄さん提供

▲�富士森公園野球場（1956年）
高取康治さん提供

◀八王子駅前の織物タワー（1963年）
　風野康男さん提供

←
Ｐ6へ
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特集―八王子の昭和

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）

八
王
子
市
郷
土
資
料
館
開
館【
56
】

京
王
高
尾
線
（
北
野
～
高
尾
山
口
間
）
開
通【
34
】

中
央
自
動
車
道
の
調
布
～
八
王
子
間
開
通

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）

市
民
祭
を
「
八
王
子
ま
つ
り
」
に
改
称【
10
】

『
ふ
だ
ん
ぎ
』
創
刊【
40
】

昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）

繊
維
工
業
団
地
完
成【
46
】／
陣
馬
山
頂
で
白
馬
像
の
除
幕
式【
46
】

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

市
営
火
葬
場
が
新
設
完
成

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）

小
島
善
太
郎
が
日
野
市
百
草
に
転
居【
19
】

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）

八
王
子
子
ど
も
文
庫
連
絡
会
（
現
・
子
ど
も
文
庫
連
絡
協
議
会
）

発
足【
29
】／
片
倉
城
跡
公
園
開
園【
52
】

小
泉
家
屋
敷
が
東
京
都
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る【
59
】

甲
州
街
道
で
歩
行
者
天
国
実
施
（
～
１
９
７
７
年
ま
で
）

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

苫
小
牧
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
締
結【
57
】

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

日
光
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
締
結【
57
】

市
民
体
育
館
（
現
・
富
士
森
体
育
館
）
開
館【
51
】

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）

市
立
准
看
護
学
院
（
現
・
市
立
看
護
専
門
学
校
）
開
校【
36
】

椚
田
遺
跡
発
掘
さ
れ
る【
43
】

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鹿
島
・
松
が
谷
地
区
入
居
開
始【
59
】

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）

上
川
町
東
部
会
館
横
に
「
幻
境
の
碑
」
建
立【
42
】

八
王
子
郵
便
局
が
現
在
地
に
移
転【
44
】

▲�中央道石川ＰＡ付近（1968年頃）
浜中義孝さん提供

▲�甲州街道の歩行者天国（1972年）
秋山秀雄さん提供

　

昭
和
39
年

（
１
９
６
４
）、

由
木
村
と
合
併

し
た
こ
と
で
、

八
王
子
市
は
現

在
の
規
模
に
な

り
ま
し
た
。
そ

の
八
王
子
市
最

初
で
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
が
同
年

に
開
催
さ
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

　

10
月
10
～
24
日
の
開
催
期
間

中
、
市
内
は
自
転
車
競
技
の
会
場

と
な
り
、
都
立
陵
南
公
園
で
ト

ラ
ッ
ク
競
技
、
一
般
公
道
を
利
用

し
て
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
競
技
場
西
側
に
は
選
手
村

が
建
設
さ
れ
、
自
転
車
競
技
に
参

加
し
た
38
か
国
、
４
０
８
名
の
選

手
・
チ
ー
ム
関
係
者
が
宿
泊
し
ま

し
た
。

　

準
備
に
あ
た
っ
て
、
各
種
集
会

や
市
民
祭
な
ど
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
連
し
た
催
し
が
実
施
さ
れ
た

ほ
か
、
市
内
一
斉
清
掃
や
沿
道
へ

の
植
栽
・
花
壇
整
備
、
野
犬
狩
り

な
ど
も
推
進
さ
れ
、
気
運
を
醸
成

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
会
直
前
の
10
月
８
日
に
は
聖

火
リ
レ
ー
が
市
内
に
到
着
。
小
雨

の
中
、
市
内
13
区
間
を
２
９
９

名
、
16
歳
か
ら
20
歳
ま
で
の
男
女

が
縦
走
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
奉

仕
隊
」
が
結
成
さ
れ
、
通
訳
班
、

救
護
班
、
通
信
放
送
班
な
ど
に
分

か
れ
て
、
市
民
が
運
営
を
支
え
て

い
ま
し
た
。
通
信
放
送
班
は
八
王

子
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
や
市

内
の
都
立
高
校
の
放
送
研
究
会
が

参
加
し
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
沿

道
に
取
り
付
け
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
レ
ー
ス
状
況
を
放
送
し
て
い
ま

し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

◀�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
ト
ラ
ッ
ク
競
技
会
場
の
よ
う
す

（
秋
山
幸
雄
さ
ん
提
供
）

▲�多摩ニュータウン開発前の田植え風景
（1974年）内田キヨさん提供
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昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校【
48
】

川
口
地
区
社
会
教
育
推
進
協
議
会
で
郷
土
史
研
究
部
（
現
・
八
王

子
市
川
口
郷
土
史
研
究
会
）
発
足【
42
】

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）

第
１
回
八
王
子
い
ち
ょ
う
祭
り
開
催【
15
】

劇
団
「
風
の
子
」
が
美
山
町
に
稽
古
場
を
つ
く
る【
25
】

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）

多
摩
織
が
国
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る【
30
】

東
京
医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院【
36
】

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

元
横
山
町
に
八
王
子
警
察
署
移
転【
53
】

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）

片
倉
城
跡
公
園
に
北
村
西
望
の
彫
刻
作
品
が
設
置
さ
れ
る【
52
】

南
陽
台
の
自
然
を
守
る
会
（
現
・
多
摩
丘
陵
の
自
然
を
守
る
会
）

発
足【
59
】

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）

市
内
初
の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
大
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー
開
館

【
44
】／
と
ん
と
ん
む
か
し
の
会
発
足【
12
】

八
王
子
市
庁
舎
が
現
在
地
に
移
転
／
八
王
子
駅
ビ
ル
完
成【
34
】

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）

（
財
）八
王
子
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
（
現
・
八
王
子
市
学
園
都

市
文
化
ふ
れ
あ
い
財
団
）
設
立【
７
】

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）

市
立
中
央
図
書
館
開
館【
29
】

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

小
宮
公
園
開
園【
44
】／
滝
山
公
園
開
園【
47
】

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）

人
権
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）

京
王
相
模
原
線
（
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
～
南
大
沢
間
）
開
通【
34
】

　

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
９

月
、
昭
和
天
皇
の
容
態
が
急
変

し
、
武
蔵
陵
墓
地
で
記
帳
を
受
け

付
け
た
と
こ
ろ
、
４
日
間
で
２
万

６
０
０
人
の
記
帳
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
髙
尾
山
薬
王
院
を
は

じ
め
、
全
国
の
社
寺
で
平
癒
祈
願

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
地
で
自
粛
ム
ー
ド
が

高
ま
り
、
市
内
で
も
「
い
ち
ょ
う

祭
り
」
が
準
備
の
大
半
を
終
え
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
止
と

な
っ
た
ほ
か
、
初
詣
の
参
拝
客
や

デ
パ
ー
ト
の
客
が
急
減
す
る
な
ど

の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
た
昭
和
64
年
（
１
９

８
９
）
１
月
７
日
、
天
皇
は
87
歳

で
逝
去
し
ま
し
た
。
11
日
に
天
皇

の
陵
所
が
武
蔵
陵
墓
地
に
定
ま
る

と
、「
昭
和
天
皇
を
お
迎
え
す
る

八
王
子
市
民
の
会
」
が
発
足
。
市

内
各
団
体
の
自
発
的
な
活
動
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
を
担

い
、
沿
道
町
会
の
道
路
清
掃
や
家

庭
用
弔
旗
の
掲
揚
な
ど
が
準
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
月
24
日
に
新
宿
御
苑
で

大
喪
の
礼
が
執
り
行
わ
れ
、

葬
列
が
武
蔵
陵
墓
地
へ
向
か

う
際
に
は
、
国
道
20
号
沿
い

で
多
く
の
市
民
が
出
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
埋
葬
の
た

め
の
陵
所
の
儀
が
執
り
行
わ

れ
、
陵
名
が
「
武
蔵
野
陵
」

と
決
定
。
２
月
27
日
か
ら
１

か
月
間
行
わ
れ
た
一
般
参
拝

に
は
、
約
57
万
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

武
蔵
陵
墓
地
は
昭
和
の
始

ま
り
だ
け
で
な
く
、
終
焉
の

舞
台
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

昭
和
か
ら
平
成
へ

▶�

武
蔵
陵
墓
地
に
向
か
う
車
列
（
八
王
子
青
年

会
議
所
編
『
大
喪
の
礼　
報
告
書
』
よ
り
）

▲�京王相模原線南大沢駅開業の頃（1988年）
清水正之さん提供

▲�陣馬街道を走るボンネットバス（1980年代）
瀬沼和重さん提供

▲�大丸、伊勢丹などデパートが立ち並ぶ甲州
街道（1978年頃）八王子商工会議所提供
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特集―八王子の昭和

昭
和
初
期
の

授
業
風
景

市
内
私
立
高
校
の
中
で
最
も
古
い
歴
史
を
も
ち
、
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
八

王
子
実
践
高
校
。
実
学
に
根
差
し
た
教
育
や
強
豪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
創
立
者
矢
野
明
、
萬
亀
子
夫
婦
の
教
育
に
か
け
る
信
念
に
あ
り
ま
し
た
。
校

名
に
「
実
践
」
を
掲
げ
続
け
て
き
た
１
０
０
年
に
わ
た
る
学
園
の
歴
史
に
つ
い
て
、
矢
野
東は

じ
め

校
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

世
界
に
貢
献
す
る
実
践
者
を
八
王
子
か
ら

八
王
子
実
践
の

�
１
０
０
年

―
ま
ず
は
来
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

八
王
子
実
践
高
校
が
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
設
立
さ
れ
た
の
か
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

初
代
校
長
の
矢
野
明
は
私
の
祖
父
に
あ
た

り
ま
す
。
私
が
幼
い
こ
ろ
に
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
祖
母
の
萬
亀
子
か
ら
創

立
当
時
の
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

本
校
は
八
王
子
市
で
小
学
校
教
師
を
し
て

い
た
矢
野
明
が
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年

に
大
横
町
の
小
さ
な
織
物
工
場
を
借
り
受

け
、「
八
王
子
和
洋
裁
縫
塾
」
を
開
校
し
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
女
性
は
家
に

入
っ
て
良
妻
賢
母
と
な
る
の
が
良
し
と
さ
れ

た
時
代
に
、
実
学
と
呼
ば
れ
る
裁
縫
、
礼

儀
、
お
茶
、
お
花
な
ど
の
教
養
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
て
い
く
た
め
の
女
子
教
育
を
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
、
私
財
を
投
げ
う
っ
て
学

校
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

開
校
時
に
集
ま
っ
た
生
徒
は
２
名
の
み
、

そ
の
年
の
12
月
に
５
名
入
学
と
い
う
少
な
い

人
数
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
明
と
萬
亀
子

は
２
人
で
教
師
を
務
め
る
傍
ら
、
リ
ア
カ
ー

を
引
い
て
市
中
を
巡
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り

な
が
ら
生
徒
を
募
集
す
る
な
ど
、
大
変
に
苦

労
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
当

初
は
経
営
も
厳
し
く
、
授
業
料
も
教
員
の
給

料
も
生
徒
の
保
護
者
か
ら
頂
く
お
米
や
野
菜

で
や
り
く
り
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

開
校
当
初
は
裁
縫
の
み
だ
っ
た
授
業
内
容

も
徐
々
に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
学
制
変

更
に
伴
っ
て
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に

は
「
八
王
子
和
洋
裁
縫
女
学
校
」
に
な
り
、

翌
年
に
校
舎
を
台
町
の
現
在
地
に
移
築
し
ま

し
た
。

―
１
９
３
４
年
に
「
八
王
子
実
践
女
学

校
」
と
改
称
し
て
以
来
、
校
名
に

「
実
践
」
と
い
う
こ
と
ば
を
冠
し
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
授
業
内

容
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

志
を
立
て
て
、
実
践
し
て
物
事
を
成
し
て

い
く
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
祖

父
母
は
「
実
践
」
と
い
う
こ
と
ば
を
校
名
に

掲
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
創
立

者
の
思
い
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
く
べ

く
、
い
ま
も
こ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
１
年
に
は
学
校
法
人
矢
野
学
園
を

▶
創
立
者
の
矢
野
明
（
右
）
と
矢
野
萬
亀
子
（
左
）

▲
▶�

矢
野
明
（
上
）
と
矢
野
萬
亀
子
（
下
）
に
よ
る

昭
和
初
期
の
授
業
の
よ
う
す
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設
立
し
、
中
学
校
や
幼
稚
園
も
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
か
つ
て
は
生
徒
の
手
に
職
を
つ
け

た
い
と
い
う
思
い
に
対
応
す
る
た
め
、
家
庭

科
や
商
業
科
、
調
理
科
な
ど
を
設
け
て
、
簿

記
や
お
茶
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
授
業
内
容

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
１
９
６
１
年
に
は
初
め
て
男
子

部
を
創
設
し
、
機
械
科
、
電
気
通
信
科
も
設

置
し
ま
し
た
。
現
在
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
つ
つ
、
普
通
科
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
も
昔
も
先
生
方
は
技
術
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
人
間
形
成
に
か
か
わ
る
ん
だ
と
い

う
熱
い
思
い
で
生
徒
と
向
き
合
い
な
が
ら
指

導
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
だ
か

ら
こ
そ
、
特
に
日
本
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を

き
ち
ん
と
理
解
し
、
尊
重
し
て
い
け
る
よ
う

な
授
業
を
展
開
し
て
い
て
、
各
学
期
に
は
私

自
ら
が
生
徒
た
ち
に
向
け
て
話
を
し
て
い
ま

す
。―

実
践
高
校
と
い
え
ば
、
常
に
好
成
績

を
収
め
て
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
有
名
で
す
ね
。

　

先
代
の
父
（
矢
野
洋
四
朗
校
長
）
が
学
校

の
売
り
と
な
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
目
を
付

け
た
の
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
し
た
。
１
９
５

８
年
の
創
部
以
来
、
長
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

を
指
導
し
て
き
た
の
が
、
当
時
実
践
高
校
の

社
会
科
教
員
で
も
あ
っ
た
菊
間
卓
監
督
で

す
。
創
部
当
初
は
５
０
０
人
が
応
募
す
る
く

ら
い
大
人
気
だ
っ
た
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
を

強
く
す
る
た
め
に
25
名
に
絞
っ
て
、
特
訓
を

重
ね
ま
し
た
。
た
だ
技
術
を
磨
く
だ
け
で
な

く
、
日
頃
の
生
活
態
度
も
含
め
た
指
導
を
重

ね
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
市
内
在
住
で
、
女
子
実
業
団
バ

レ
ー
の
強
豪
だ
っ
た
日
立
の
山
田
重
雄
監
督

に
は
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
日
立
の
選
手
と
一
緒
に
合
宿
に
行
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
、
部
員
に
と
っ
て
大
き

な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
４
年
に
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
、
１
９
７
０
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
体
育
館

は
そ
の
優
勝
記
念
に
建
て
た
も
の
で
す
。
１

９
７
３
年
に
は
春
の
高
校
選
抜
バ
レ
ー
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
を
制
し
て
高
校
女
子
初

の
３
冠
も
達
成
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
現
在
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で

好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

―
こ
こ
１
０
０
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
、
い
ま
の
八
王
子
実
践

高
校
を
形
作
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。

　

当
校
で
は
１
０
０
年
の
間
に
４
万
人
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
来
年
に
向
け
て
式
典
や

記
念
誌
の
準
備
を
し
て
い
る
ほ
か
、
新
し
い

体
育
館
の
建
設
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

移
転
し
た
当
時
、
こ
の
辺
り
は
一
面
桑
畑

だ
っ
た
ん
で
す
。
祖
父
は
生
徒
た
ち
と
一
緒

に
開
墾
し
て
学
校
を
作
っ
た
よ
う
で
、
以
来

ず
っ
と
こ
の

場
所
で
学
校

を
開
い
て
き

ま
し
た
。

　

今
の
校
舎

は
１
９
９
８

年
に
で
き
た

の
で
す
が
、

そ
の
前
の
１

９
９
６
年
ま

で
は
木
造
校

舎
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。

以
前
、
父
と

夜
の
校
内
見
回
り
で
一
緒
に
歩
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ

た
中
、
歩
く
た
び
に
ミ
シ
ッ
と
音
が
し
て
怖

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

祖
父
も
父
も
戦
争
を
く
ぐ
り
抜
け
た
体
験

が
あ
っ
た
か
ら
か
、
物
を
大
事
に
す
る
精
神

が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
設
立
当
初
は

廃
材
を
使
っ
て
校
舎
を
建
て
た
り
、
机
が
足

り
な
く
な
れ
ば
祖
父
が
自
ら
作
っ
た
り
し
て

い
た
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
単
に
進
学
実
績
を
伸
ば
す
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
祖
父
母
や
父
た
ち

の
思
い
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
の
上
で
生
徒
た
ち
の
人
格
を
磨
い
て
社
会

貢
献
で
き
る
人
材
に
育
て
て
い
け
る
よ
う
な

教
育
を
、
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◀
現
在
の
校
舎

▲旧講堂（上）と旧女子部校舎（下）

旧
校
舎
の

外
観
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こ
こ
は
「
は
ち
と
ぴ
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
く

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
今
回
は
「
八
王
子
商
工
会
議
所
」
で
す
。

か
ら
の
指
摘
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
て

い
る
」
と
語
り
ま
す
。
さ
ら
に
伝
統
あ

る
川
柳
結
社
、「
き
や
り
吟
社
」
主
幹

の
安
藤
波
瑠
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
勉

強
会
を
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
14
名
。
中
に
は
発

足
時
か
ら
参
加
す
る
90
代
の
方
も
い
ま

す
。
活
動
の
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
月
１

回
開
催
さ
れ
る
例
会
で
、
皆
さ
ん
が
持

ち
寄
っ
た
作
品
を
披
露
し
ま
す
。
会
長

が
司
会
を
務
め
て
、
各
人
の
雑
詠
、
題

詠
を
紹
介
。
詠
ん
だ
と
き
の
状
況
に
つ

い
て
の
話
題
な
ど
か
ら
雑
談
も
盛
り
上

が
る
と
か
。
例
会
の
最
後
に
は
題
詠
か

ら
各
自
選
ん
だ
１
句
に
対
し
て
互
選
が

行
わ
れ
、
皆
さ
ん
渾
身
の
１
句
か
ら
最

も
良
い
と
思
わ
れ
る
句
を
挙
手
で
選
び

ま
す
。
狙
っ
て
披
露
し
て
も
な
か
な
か

選
句
さ
れ
な
い
そ
う
で
、
会
に
入
る
前

か
ら
30
年
に
わ
た
っ
て
新
聞
投
稿
な
ど

で
川
柳
を
た
し
な
ん
で
き
た
佐
々
木
さ

ん
も
「
な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
ん
で
す

よ
」
と
一
言
。

　
「〝
か
わ
や
な
ぎ
か
い
〟
っ
て
何
す
る

と
こ
ろ
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
も
あ
っ
た
と
い
う
ほ
ど
、
ま
だ
ま
だ

多
く
の
方
に
知
ら
れ
て
い
な
い
川
柳
の

世
界
。
俳
句
の
会
と
は
ま
た
別
の
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、「
今
」
を
切
り
取
る
１
句
を
あ
な

た
も
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

今
を
詠
み 

世
界
広
が
る 

五
七
五

　
「
や
ま
ゆ
り
川
柳
会
」
は
１
９
９
７
年
、

川
口
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
成
人
講
座

「
川
柳
入
門
」
の
修
了
生
24
名
が
集
っ

て
翌
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は

先
生
に
指
導
を
受
け
る
講
座
形
式
で
し

た
が
、
現
在
は
自
主
運
営
と
な
り
、
仲

間
内
で
批
評
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
会

も
活
性
化
し
て
き
た
そ
う
で
す
。「
プ

ロ
を
目
指
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
楽

し
く
作
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
参
加
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
15
年
に
わ

た
っ
て
参
加
し
て
い
る
佐
々
木
実
さ

ん
。
と
は
い
え
、
び
し
っ
と
し
た
緊
張

感
も
あ
る
よ
う
で
す
。
元
会
長
の
田
中

武
さ
ん
は
「
お
互
い
意
見
を
出
し

合
っ
て
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
現

会
長
の
清
水
清
子
さ
ん
も
「
仲
間

やまゆり川柳会◆定例会：�毎月第２水曜日13：20～生涯学習センター川口分館で開催。
ほか年２回講師を招いた勉強会、年１回の互選会も開催

◆会　費：800円／月（入会金なし）
◆問い合わせ先：（651）8510（佐々木）

▲定例会に参加するみなさん


